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=(Ki-,Zai,X,~テbdyl)x乙( 乙 =1, , a)
普-(-γk･,Z栃 )yk (k- 1, ,m)
となる｡ここでKiは種 iのcarryingcapacityに対応する量で, aL)は競争係数, bid,b打 ま捕食
係数である｡ このような系で(定常状態)-(他種の侵入)-(別の定常状態)-(他種の侵入)-
･･･-の繰 り返しによって遷移過程をシミュレー トした｡現在まで7n-1,bik/A;k-P(a-1,
, a)の条件では
G-ZKiXも十Zb乙kXiyk (k-1)i, 乙
という量が遷移の過程で増加することがわかった｡これはLotkaのいうエネルギ一流増加に対
応 した結論となっている｡
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